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会議名 2017 年度 学校関係者評価委員会 

開催日時 2017 年 9月 15 日 16:30～17:30 

開催場所 国際ホテル・フライダル専門学校 第二会議室 

出席者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校関係者評価委員 

所属 役職・氏名 

新潟日米協会 新潟日米協会 幹事・事務局長  

五十嵐 芳則 

ホテルイタリア軒 ホテルイタリア軒 営業部 課長 

五十嵐 慶二郎 

 

学校教職員 

所属 役職・氏名 

国際ホテル・ブライダル専門学校 副校長 平原法子 

国際ホテル・ブライダル専門学校 教務部長 高橋香織 
 

会議内容 【次第】  

1. 副校長挨拶 : 副校長より学校関係者評価委員の趣旨説明を行った 

2. 学校関係者評価委員の紹介  : 各委員の紹介を行った 

3. 2017 年度学生状況報告   : 在籍数、新入生数等の報告を行った。 

就職状況実績報告 : 2016 年度就職状況・2017 年度就職内定状況報告を行った 

4. インターンシップ状況報告 :受入企業実績と実施状況の報告を行った 

5. 教育実績報告 : 2016 年度最終実績・2017 年度中間実績報告を行った。 

6. 学校自己評価に対する意見徴収 : 自己評価結果に基づき、各評価結果について意見

徴収を行った。 

【評価項目】 

「教育理念、目的、人材育成像」「学校運営」「教育活動」「学修、教育成果」 

「学生支援」「教育環境」「学生の募集と受入」「財務」「法令等の遵守」 

「社会貢献・地域貢献」 

各項目に対する委員からの意見は下記の通り。 

 

・「教育理念・目標」について 

業界や社会のニーズにあった人材を輩出するために、ニーズの把握、情報収集や分析等 

を更に強化し、必要に応じて将来構想の見直しを行う必要がある。 

 

・「学校運営」について 

教育活動についての情報公開は内容及び更新頻度、公開手段でまだ改善の余地あり。 

 また学生のコンプライアンス意識の向上への指導強化が必要(喫煙、駐輪等) 



・「教育活動」について 

各種検定受験、特にレストランサービス実務検定は、合格率のアップに向けてカリキュラ

ムの整備と授業内容の充実を推進すると良い。 

 

・「学修成果・教育効果」について 

卒業生は、頻繁に学校に来校し旧担任とは情報交換しているようではあるが。学校として

社会的な活躍やキャリア形成の実態についての把握ができていないので、企業訪問や、卒

業生の組織である「校友会」と連携し、アンケートやヒアリングを定期的におこなえると

よい。 

 

・「学生支援」について 

卒業生への卒後教育を実施、集まる場を設けると、卒業後の状況把握の場にもなる。 

 

・「教育環境」について 

災害時に対応するための学内の備蓄体制が必要。日頃の備えと訓練が必要。 

 

・「学生の受入れ募集」について 

入学希望者の進路研究の参考となるような情報発信が必要。昨年から動画での発信を取り 

入れているのは良い。学校案内、DM、Web 等を使い情報発信を強化していく。 

 

・「法令等の遵守」について 

学校の体制は問題ないが、学生指導においてコンプライアンス、個人情報についての意識

の徹底、強化をして欲しい。ホテル業では、個人情報の流出が問題となる場合がある。 

 

・「社会貢献・地域貢献」について 

今年のひまわりウェディングは、雨天で屋外実施できなかったが、臨機応変に会場変更(屋

内に)し実施したことは、学生たちにも良い経験となったと考えられる。次年度以降もそ

のような準備が必要。 

 

7. 学校運営に関する意見徴収:学校運営全般について意見徴収を行った。 

 

 

 


